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研究成果の概要（和文）：本研究では、米国内には数多く存在する日本語図書館について、その

歴史を明らかにした。蔵書の歴史情報は、その蔵書を利用、活用する場合の重要情報であるが、

これまで系統的な研究は存在しなかった。本研究は、それら歴史を明らかにするとともに、そ

の歴史に関係する文献、文書を、米国内の各地図書館で収集するとともに、それらの整理、保

存、公開につとめた。また、こうした研究、調査の重要性について認知度を高めた。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, I clarified the histories of major Japanese book 
collections in The United States. Although the information about the collection histories is 
useful for various fields of research, there have been few academic studies about this issue. 
I generally clarified the collection histories and I systematically gathered various 
documents concerning the histories. Furthermore, I ordered and preserved these 
documents, and made them to the public. I enhanced the value of the study about the 
histories of collections, international distributions, and the circumstances of Japanese 
books abroad. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究の目的は、米国内の日本語蔵書の歴

史を通史的に解明するとともに、その根拠資
料、文献類を広く収集、整理することにある。
本研究の開始当初において、これら情報につ
いてのまとまった研究はわずかであり、各地

の蔵書史や部分的な記録類が散在している
状況だった。初期の米国内の日本語蔵書の構
築にたずさわった世代も高齢化しており、こ
れら歴史情報について収集、保存しておくこ
とが急務であった。また、こうした蔵書の歴
史情報の意味や重要性がより広く認知され
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るためには、外国の日本語蔵書史を通して、
様々な研究分野に有効な情報が提供される
ことを具体的に示す必要があった。そのため
にも、米国内の日本語蔵書の歴史を実証的、
通史的に描き出し、研究として公にすること
で、その情報を広く公開する必要があった。 
 本研究の研究代表者は、2005年 3月より、
米コロンビア大学に客員研究員として籍を
おき、米国内の各大学図書館の情報環境と資
料提供の現状の調査を行ってきた。それとと
もに、各大学の日本語蔵書の形成、変化に関
連する大学の文書資料（図書館の各部署の各
種報告書、寄贈や購入にかかわる手紙類、司
書のオラルヒストリーデータ等）を収集し、
各大学の司書、アーキビストの協力を得て、
現在までに 17大学を調査、のべ 3000点近い
同資料を収集し得た。この調査は 2006 年 1
月まで継続し、豊かな日本語蔵書を有する主
要 20 大学（米議会図書館を含む）において
調査を行っていた。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、米国における日本語蔵書に
ついて、それがいつ、どのように形成され、
変遷してきたのか、その全体像を把握するこ
とである。しかし、それを単なる歴史調査と
するのではなく、それら蔵書形成の歴史につ
いての情報を文学、歴史学、社会学等さまざ
まな分野の調査に利用できるような有用な
基礎データとして提供することをも目的と
する。さらに、そうした歴史的な蔵書形成の
文脈の中で、文学関連図書の果たしてきた役
割をも明らかにしてゆく。 
 この調査はどの大学にどのような文献が
あるか、といった所在情報よりも、それがい
つ、なぜ、どのようにしてその大学にたどり
ついたのか、についての調査に重点をおく。
主として日本語文献が大量に米国に流入す
る 1946 年以降に焦点をあてるが、同時に各
大学蔵書の最初の核となった蔵書について
も時代をさかのぼって調査対象とする。これ
までの海外日本語文献についての調査は、主
としてその文献自体についての研究や調査、
あるいは個々の大学の所蔵情報についての
調査に焦点がおかれてきた。しかしながら、
それらがなぜ各大学の蔵書となったのか、そ
の経緯や経路についてはいまだ十分な調査
がなされていない。また、そうした情報の基
礎となる資料がどこに、どの程度あるのかに
ついても把握されておらず、これら情報の調
査、整理、公開が必要である。 
 
３．研究の方法 
研究の目的は、米国における日本語蔵書につ
いて、それがいつ、どのように形成され、変
遷してきたのか、その全体像を把握すること
である。しかし、それを単なる歴史調査とす

るのではなく、それら蔵書形成の歴史につい
ての情報を文学、歴史学、社会学等さまざま
な分野の調査に利用できるような有用な基
礎データとして提供することをも目的とす
る。さらに、そうした歴史的な蔵書形成の文
脈の中で、文学関連図書の果たしてきた役割
をも明らかにしてゆく。 
 この調査はどの大学にどのような文献が
あるか、といった所在情報よりも、それがい
つ、なぜ、どのようにしてその大学にたどり
ついたのか、についての調査に重点をおく。
主として日本語文献が大量に米国に流入す
る 1946 年以降に焦点をあてるが、同時に各
大学蔵書の最初の核となった蔵書について
も時代をさかのぼって調査対象とする。これ
までの海外日本語文献についての調査は、主
としてその文献自体についての研究や調査、
あるいは個々の大学の所蔵情報についての
調査に焦点がおかれてきた。しかしながら、
それらがなぜ各大学の蔵書となったのか、そ
の経緯や経路についてはいまだ十分な調査
がなされていない。また、そうした情報の基
礎となる資料がどこに、どの程度あるのかに
ついても把握されておらず、これら情報の調
査、整理、公開が必要である。 
 本研究は、これら資料をもととして、以下
の三つの具体的な作業を計画している。 
（１）各大学日本語蔵書の形成史についての
基礎資料目録の作成、公開 
それぞれの大学の日本語蔵書の起源、形成、
変遷にかかわる資料が、どこに、どのような
形で、どれだけ存在するかについての情報を
目録化し、日米双方の研究機関に有用な形で
公開する。 
（２）各大学の日本語蔵書形成、変容につい
ての分析 
それぞれの大学の日本語蔵書が、どのように
形成され、変容してきたのかについてのより
具体的な分析を行う。収集した米国側の資料
に加え、これら日本語蔵書を提供した日本国
内の大学図書館や研究機関、及び民間の取次
業者に関する調査を行い、日米間の戦後の書
物流通の実態を明らかにする。その過程で、
文学領域の書物が近代に果たした多様や歴
史的役割を明確にしてゆく。これらについて
の報告書を作成、配布する。 
（３）各大学の蔵書形成にかかわる基礎資料
自体の公開 
各大学の蔵書形成の歴史、及び米国内、日米
間の蔵書同士の関係史について重要な意味
をもつ資料類をデジタル化し、公開するとと
もに、主要データの翻訳、解説を日英両語で
利用可能な形で提供する。 
 以上の作業と平行し、米国における関連資
料の追加調査、米国各大学との連絡、調整、
情報の交換、提供を行い、また成果報告を適
宜行ってゆく。 



 

 

 
４．研究成果 
 本研究の目標は、米国大学図書館における
それぞれの日本語蔵書が、いつ、いかにして
形成され、どのように変化してきたのか、と
いう情報の詳細なデータを提供、公開するこ
とにある。そしてその情報の提供とあわせて、
文学領域の書物の果たした役割をも明確に
してゆくことをねらいとする。基本的にはま
ず、これらの蔵書の形成史にかかわる情報を
収集、整理、公開し、他領域にわたって有用
な情報を提供するプロセスが必要となる。こ
の成果について、以下、順に述べたい。 
（１）蔵書史資料の所在情報について 
 各大学図書館の日本語蔵書がどのように
形成されたか、について明らかにするために
必要な資料は多岐にわたる。そして、多くの
場合、それらは公刊された資料ではない。こ
れらは、各大学の日本語図書コレクションの
歴史について言及した論文、新聞記事、図書
の購入、寄贈、交換等に関する大学図書館文
書、日本語図書管理担当者（退職者を含む）
からの聞き取り資料等の多様な資料を含む。
研究準備期間から、本研究期間内において、
研究代表者はこれら資料類を米国内で 10 万
冊以上の規模をもつ日本語図書館を中心に
訪問調査、資料収集を行った。研究機関内に
おいては、米国議会図書館、コロンビア大学、
スタンフォード大学、ミシガン大学、カリフ
ォルニア大学バークレイ校、同ロサンゼルス
校、コロラド大学、ハーバード大学、エール
大学での収集を行った。 
 また、調査する過程で、北米における米国
日本語蔵書の形成をとらえる必要から、関連
してカナダのブリティッシュコロンビア大
学の日本語蔵書史の調査を行ったほか、日本
語図書の日米間取引に大きな役割を果たし
てきたタトル出版等の調査も行い、関係資料
を撮影した。研究期間中に撮影、収集した資
料は総計で２万枚を越え、現在も継続して整
理、目録化を行っており、今後も蓄積、公開
を進めていく。 
 
（２）資料内容についての分析、報告 
 （１）が主として文献情報の整理、提供プ
ロセスであるのに対して、それら文献の内容
について調査、分析し、まとめる作業が当然
必要となる。これについては、まず米国各地
大学の蔵書史について、これまで収集、整理
してきた資料を分析し、著書『書物の日米関
係』として刊行した。これによって、米国の
戦前、戦後の日本語蔵書構築の全体像を歴史
的に把握することが可能となった。また、こ
れまで部分的であった各地の蔵書史同士を
互いに結びつけ、それらの関係を明らかにし
た。そこでは、単に蔵書の変化をたどるばか
りではなく、日本語蔵書構築やその変化が、

日米間の政治、経済的な要因と深く関係しあ
っていることを示すとともに、国際間の学術、
文化交流が発展してくる上で極めて役割を
果たしてきたことを明確にした。 
 同書の刊行後、さらに米国議会図書館やメ
リーランド大学プランゲコレクション等、個
別の蔵書史についての追加調査報告や、蔵書
史資料の側からの同コレクションの支援、研
究協力を行い、研究報告や論文として刊行し
た。海外の日本語蔵書は単独で成立、機能す
るのではなく、海外の蔵書相互の関係の中で
形成、利用されている。それぞれの蔵書の可
能性や役割、担うべき機能をとらえるには、
海外の日本語蔵書の全体的な変化、歴史をふ
まえておくことが必須である。蔵書史研究を
通して、こうした具体的な各図書館の支援が
可能となった。 
 
（３）海外日本語蔵書史の研究の普及 
 海外日本語蔵書史、書籍の交流史という研
究領域は、まだ資料的にも方法的にも十分整
備されていない領域といえる。しかしながら、
その情報が歴史学、文学学、図書館学等、過
去の文献資料を対象とする多くの学問領域
にとって不可欠な情報を提供することが可
能な領域である。したがって、この研究方法
やその成果について、国内外で情報発信につ
とめ、研究のレベルアップにつとめ、関係す
る研究者の関心を高めていく必要がある。 
 そのため、成果について論文や研究報告、
著書等を通して、こうした研究方法自体の役
割や意味について、積極的に発信するようつ
とめてきた。図書館学、歴史学、文学、経済
学、教育学等、幅広い分野での活用可能性に
ついて、関係学会での報告を行ってきた。 
 また、こうした文献の所蔵、流通について
の問題意識を高め、関心を共有する研究者と
協力し合う場を構築するために、研究会、研
究会誌を発行した。これらの研究を総合的に
「リテラシー史研究」と総称し、より広い関
心のもとでの研究活動として発展させてき
た。そこでは、これまでの日米間の書籍流通、
所蔵の問題ばかりではなく、国内を含め、蔵
書や読書の歴史に関する幅広い関心のもと、
研究者の育成や関係情報の発信を行った。 
 
（４）関係資料の保存と収集協力体制の確立 
 海外に日本語蔵書の形成や変化について
は、日々海外においてデータが作成されてい
る。こうした資料を継続的に収集、整理して
いくためには、海外の各図書館との連携が不
可欠である。本研究代表者は、こうした研究
協力体制作りを各地大学と進めてきた。特に、
蔵書史情報を保存、収集する重要性、意味に
ついて、アトランタで行われた北米日本研究
資料調整協議会で報告し、その協力を呼びか
けた。こうした機会を通して、現在でも多く



 

 

の米国内日本語図書館と情報交換を行うこ
とのできる体制を作り上げた。また、蔵書史
関係の資料の相談や協力にも適宜応じてき
た。 
 特にコロンビア大学、コロラド大学におい
ては、日本語蔵書や日本学にかかわる資料保
存活動に協力し、現在も継続している。コロ
ンビア大学の日本語蔵書構築に尽力した角
田柳作の関係する調査、展示の協力や、コロ
ラド大学の戦時期日本語学校アーカイブズ
の人物データベース作成にもその一環で協
力してきた。 
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